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Ⅱ 議事 １．第１回懇談会でのご意見を踏まえての検討結果について 

⚫ 委員 検討事項①、③について理解できた。検討事項②において、素案に比して下水道

事業への配分が改善されていることが分かった。下水道事業への配分を３％とした根

拠を具体的に示してほしい。 

⇒市 料金回収率が最も高い事業への配分は一定程度行う必要はあるが、経営状況の

悪い事業への配分が減少する。この配分割合について検討した結果、基金への積立

割合の最小値を上限として考えた。現状、水道事業の８．３％が最小値であるが、

基金への積立額については、現預金の状況から流動的な対応を予定している。資料

２の１０ページを見ていただくと、下水道事業は後年にかけて現預金が増加してい

くことから、経営計画期間内に２０億円程度、積立額を増額することが可能であ

る。また、繰越や決算剰余金の発生に伴い、現預金は想定よりも上振れる傾向にあ

るため、最終的な積立額は１００億円程度になると想定できる。この場合、積立割

合の最小値は５％となるが、水道事業の経営がより厳しくなった場合、積立額を減
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額する可能性もあることから、３％程度になることも考えられる。加えて、水道料

金算定における資産維持率の標準的な値が３％となっているため、この値も参考に

しつつ、総合的に判断して３％とした。 

⇒委員 ３事業が相互に補える仕組みになっているように思う。 

⇒委員 下水道事業における経費回収率について、分母から公費負担分を控除するた

め数値は良好に見えるが、現実は厳しい経営状況になる。今後総務省で経費回収率の

算定方法のルール変更があった場合には、資料に記載のとおり、配分ルールの見直し

をするようにしていただきたい。委員からの質問があったように、３％をわかりやす

く市民に説明する必要がある。  

１．Ⅱ 議事 ２．ガス事業会計が保有する資金の有効活用策（案）について 

⚫ 委員 資料２の２４ページのＢ表のＡ－Ｃ欄とＣ表のＡ－Ｃ欄の数値が資料３の２３

ページと異なるのは端数整理の関係か。 

⇒市 その通り。 

⚫ 委員 本取組は、公営企業において先進的な事業である。その自負をもって運用してい

ただきたい。常に社会情勢は変わり、インフラの老朽化等で今後財源は厳しくなってい

くだろう。柔軟に社会の変化をとらえて、知恵を絞り、健全な運営に向けた手段をこれ

からも考えていただきたい。また、資金運用は高度なリテラシーが必要である。これか

らの公営企業にとって人材の育成、技術の継承も重要である。 
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